
①大容量データを収納
②360°高速読取り
③汚れ･破損に強い
④小スペース印字

自動車事業の基盤確立 グローバル企業グループへの飛躍トヨタ
グループ

1950 1960 1970 1980

1980

2000

2000

1973 年
第一次
オイルショック

1979 年
第二次
オイルショック

1981 年
自動車輸出
自主規制

1984 年 
北米
現地生産開始

1991 年
バブル経済崩壊

1993 年
円高進展

対米貿易摩擦

1990

1990

1963 年
トヨタ自動車
かんばん方式全工場導入

1972 年
日本電装㈱（現･㈱デンソー）
トヨタ生産方式導入開始

1975 年
日本電装㈱
バーコード付かんばん
”NDコードかんばん”開発
同社 高棚製作所で運用開始

1977 年
トヨタ自動車
”NDコードかんばん”採用

1992 年
日本電装㈱
2次元コード開発
プロジェクトスタート

1994 年
日本電装㈱
QRコード発明

1996 年
日本電装㈱
”パブリックドメイン宣言 ”*1

1996 年～
業界/国家/国際　企画･標準取得

米 ペンシルベニア州
   ドレクセル大学  大学院生
       バーナード･シルバー
       ノーマン･ジョセフ･ウッドランド
 米特許取得：1952 年

1949 年
バーコード発明

出典：ドレクセン大学 HP

北米現地生産拡大

わずか2年で画期的発明
1980年代後半から先行する2次元コードを
超える性能実現！

QRコードを市場に
 　　　　普及するため

1982年
セブンイレブン･ジャパン
バーコードを使った
POSレジ導入
Point Of Sales 販売時点管理

1980 年代後半
セブンイレブン･ジャパン
ハンディースキャナー BHS-200
Point Of Sales 販売時点管理

1990 年代後半
コンタクトレンズメーカー
商品管理の標準コードに採用

2002 年　J-PHONE
携帯電話のカメラで
QRコード読取り

1999 年
ドコモ、J-PHONE
携帯電話によるインターネット
接続サービス開始

2006 年　ANA 
QRコードを使ったチェックイン不要の
新搭乗サービス「スキップサービス」を開始！

*1   ”パブリックドメイン宣言 ”
       特許の権利は有するものの
       その権利は行使しない

文房具メーカー
商品カタログに
QRコード採用

文字情報のかんばん NDかんばん

多回納入化 (1 日 16回 ) により
“モノ”と“情報”の管理が複雑化
（コンピュータに入力するデータ量が膨大）

⇒ バーコードを使って
　 かんばん自体を情報入力の媒体に！

NDコード
３桁 X 21個 =63桁

・・・

7
8

9

発明!ファインダパターン
　　　（切り出しシンボル）

3か所のパターンで コードの位置決め
あらゆる活字を分析
出現率の低い白黒比 
「1：1：3：1：1」 を発見
A・B・C どれも同じ比率

デンソーが考えたQRコードの 普及戦略

I.D.Matrix社 最大3,116桁 小サイズ印刷 製造

PDF417
Symbol

Technologies社 最大2,710桁 大容量 OA

2次元コード コード画像 発明企業 データ量
（数字） 特徴 主な用途

データ
マトリックス

マキシコード UPS社 最大138桁 高速読取り 物流

～ 2023 年 3月 2023 年４月～

提供元：ANA X 株式会社

当企画展示は、関西学院大学 小川進教授の著書「QRコードの奇跡」を基に構成しています

QRコード ハードウェア

・認識技術
・符号理論

市場で自由に！

・画像処理技術
・読取り装置
・印刷装置
ハードウェアで
事業拡大！

日本自動認識
工業会

日本自動車

部品工業会

国際自動認識
工業会

国際標準化
機構
(ISO)

国際電気
標準会議
（IEC）

全米自動車
産業協会

日本自動車

工業会

デンソーがめざした標準化の展開

業界 B

業界 A

他の
自動車会社

トヨタグループ

デンソートヨタ

業界/国家/国際  標準化組織と対応関係

出典：関西学院大学 小川 進教授 著書 「QRコードの奇跡」参照

✓   “ パブリックドメイン宣言 ”
      技術・理論を 
      制限なく使えるように

✓  規格・標準化
     使い方のルールを決めて、
     世界中のどこでも、誰でも
     安全に安心して使える

世界中のトヨタグループの
工場のみならず、あらゆる
業界・市場に普及拡大

1996年
1997 年
1999 年

1999 年

2000 年

2000 年

日本自動認識工業会規格
国際自動認識工業会規格
JIS（日本産業企画）規格
日本自動車工業会/日本自動車部品工業会
EDI標準帳票採択
ISO*2 (国際標準化機構)/IEC*3 (国際電気標準会議）
標準認定
全米自動車産業協会標準
*2　ISO  : International Organization for Standardization　
*3　IEC  : International Electrotechnical Commission

QR コード発明年表
Invention chronology of QR Code.
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http://www.tcmit.org/360virtual/館内企画展アーカイブ バーチャル展示室360
これまでにトヨタ産業技術記念館で開催した企画展をご紹介するデジタルアーカイブです。
360 度 VR コンテンツで、臨場感溢れるバーチャル展示をお楽しみください。
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